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大
阪
工
場
を
彩
る
花
々

５
月
に
な
る
と
世
の
中
が

カ
ラ
ー
に
な
っ
た
よ
う
に
色

ん
な
花
が
咲
き
ま
す
。
弊
社

の
大
阪
工
場
も
色
ん
な
花
々

が
咲
き
、
仕
事
で
疲
れ
た
心

を
癒
し
て
く
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

大
阪
工
場
か
ら
届
い
た
左

の
2
枚
の
写
真
、
そ
れ
ぞ
れ

の
花
の
名
前
、
私
は
全
く
わ

か
ら
ず
、
す
ぐ
わ
か
る
方
は

花
に
詳
し
い
方
な
の
か
な
と

尊
敬
の
念
を
抱
き
な
が
ら
、

上
は
『
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
』
、

下
は
『
ラ
イ
ラ
ッ
ク
』
だ
そ

う
で
す
。

フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
は
中
南
米

が
原
産
の
果
樹
。
10
月
か
ら

12
月
中
旬
に
か
け
て
果
実
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、

綺
麗
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
花

も
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。

バ
ル
カ
ン
半
島
・
ク
リ
ミ

ア
半
島
原
産
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク

は
香
り
が
よ
く
、
香
水
の
原

料
に
も
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
通
常
は
先
に
４

つ
に
割
れ
た
花
び
ら
が
、
稀

に
5
つ
に
割
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
れ
は
「
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
ラ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
、

見
つ
け
た
人
は
見
つ
け
た
こ

と
を
誰
に
も
言
わ
ず
に
そ
の

花
を
飲
み
込
む
と
愛
す
る
人

と
永
遠
に
幸
せ
に
過
ご
せ
る

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
そ

う
で
す
。
赤
い
ラ
イ
ラ
ッ
ク

の
花
言
葉
は
「
愛
の
芽
生
え
」

で
す
。

駅

が

変

貌

先
日
、
数
カ
月
ぶ
り
に
東

京
都
葛
飾
区
に
あ
る
四
ツ
木

駅
で
下
車
し
た
の
で
す
が
、

駅
全
体
が
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』

に
変
貌
し
て
い
て
驚
き
ま
し

た
の
で
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

駅
の
入
り
口
か
ら
キ
ャ
プ

テ
ン
翼
モ
ー
ド
全
開
で
す
。

改
札
か
ら
駅
構
内
に
入
る
と

そ
こ
は
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

翼
選
手
と
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

の
イ
ニ
エ
ス
タ
選
手
が
二
人

並
ん
で
立
っ
て
い
ま
す
。

青
砥
方
面
の
ホ
ー
ム
に
上

が
る
階
段
で
す
。

ホ
ー
ム
で
も
電
車
接
近
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
翼
選
手
の
声
に

な
っ
て
お
り
、
キ
ャ
プ
テ
ン

翼
を
満
喫
で
き
ま
す
。
舞
台

の
一
つ
が
、
作
者
の
高
橋
陽

一
さ
ん
の
母
校
、
都
立
南
葛

飾
高
に
ち
な
ん
で
「
南
葛
市
」

に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
を
生
か

し
た
地
域
の
盛
り
上
げ
を
進

め
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
企

画
が
実
施
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

プルースト効果

先月号で聴覚や視覚に特定の

刺激を与えることによってリラッ

クス効果が出る『ASMR』を掲載

させていただきましたが、今回

は香りを嗅ぐ事により、その時

の記憶や感情が蘇る『プルース

ト効果』を紹介いたします。

フランスの作家のマルセル・

プルースト執筆の『失われた時

を求めて』の中で語り手が口に

したマドレーヌの味をきっかけ

に幼少期の家族の思い出が蘇る

事から香りによって記憶等が蘇

る事を『プルースト効果』と呼

ばれるようになりました。食欲

などの本能的な行動や喜怒哀楽

などの感情を司る大脳辺縁系が

嗅覚と直接結びついており、こ

れは五感の中で嗅覚だけが持つ

特徴です。香りは鼻→嗅上皮→

嗅細胞（嗅毛）→嗅球→大脳辺

縁系の順で脳に到達するそうで

す。

ステンレスの耐熱性

●オーステナイト系：一般に550℃を

超える温度帯域で優れた機械的性質を

示しますが、約600℃～980℃以上の長

時間加熱すると、常温や低温でのじん

性が低下すると言われています。 SUS

304にSiを添加して耐酸化性を高めたS

US302Bや、CrとNiの添加量を増やすこ

とでSUS309SやSUS310Sがあります。

●フェライト系：500℃を超えると急

に強度が落ちてきます。また高温環境

下では脆化現象を起こすこともあり、

こうした環境下での構造材料としては

あまり使われない傾向にあります。特

に870℃を超えるような環境では非常

にもろくなります。

●マルテンサイト系：500℃付近まで

はかなり強い引張強さを示しますが、

これを超えると強度が急に低下してき

ます。添加元素に、モリブデンやバナ

ジウム、タングステン、ニオブなどを

入れて高温強度を改善したタイプがあ

ります。(ステンレス鋼の専門サイト

『susjis.info』より)


